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──「市民的不服従と現代」Ⅰ・Ⅱに関わって
菅野詠子 現代人間学部学生
指紋押捺拒否や三里塚闘争が行われていた時私はまだ産まれていませんし、和
光大学に入ってから最近になって知ったため、「市民的不服従と現代」Ⅰ・Ⅱに参
加する以前は私はこの歴史に対し距離感があったように思います。しかし、参加
し様々な方のお話と映像資料を視聴し、この歴史が現在の私たちに強く関わって
いることを改めて痛感しました。
「市民的不服従と現代」Ⅰでは映画『指紋押捺拒否』ダイジェスト版で映し出
されている在日韓国・朝鮮人の人々の魂の叫びは 30 年間放置されてきた指紋押捺
制度による葛藤と当時渦巻いていた差別への苦しみが見受けられ、私には到底想
像できない程の重圧だったのだと思いました。また、デモの様子からうかがえる
人々の思いは熱く並々ならぬ力強さを感じました。現在では「慰安婦」などの歴
史認識問題や在特会の問題がありますが、映像から伝わる在日韓国・朝鮮人の
人々への差別は現在もまだ変わらず色濃く残っていると思います。私は在特会の
デモの様子を見たことがありますが、警察に保護されながら「朝鮮学校閉鎖」の
訴えとヘイトスピーチを行い、カウンターと呼ばれる人々がヘイトスピーチに対
して必死に言葉で抵抗している様子でした。カウンターの人々の多くは日本人で
あり（あくまで見た目ですが）在日韓国・朝鮮人の人々はごくわずかなようでした。
当時の指紋押捺拒否運動の様子は在日韓国・朝鮮人の方々は胸を張って権利を
主張している様子がありましたが、現在のカウンターの様子を見る限り少ないよ
うに思います。それは、在特会のヘイトクライムにまで及ぶ行為が、彼らに恐怖
を与え権利を主張しにくい状況に追い込んでいるのだと思います。当時よりも一
層周囲の人々にその問題性を訴え伝える事が困難である状況なのではないかと思
いました。また、在特会のデモの様子は在特会を警察側が保護しているので、カ
ウンター側が変に目立ち勘違いされる状況もうありうるため、在日韓国・朝鮮人
を取り巻く問題の状況が見えにくくなっているのも現状だと思います。そのため、
今回の企画の問いにもある「共生」という言葉の重みや難しさを痛感しました。
しかし、リケット先生が最後に「拒絶する」と言われた言葉は今後も「共生」を
考え目指す上で必要なキーワードであり、今回の指紋押捺拒否運動という原点に
立ち帰る意義は大きいと感じました。
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「市民的不服従と現代」Ⅱで視聴した映画『三里塚に生きる』の中で、成田空
港が建設され日々飛行機が飛び交う今でも、その空を背にして黙々と農業を営み
生計をたてる三里塚に残った人々の様子が一番印象的でした。青い空の下、当時
の闘争と今についてインタビューを受けている、その表情には一言では言い表せ
ない複雑な心の内が見え隠れしているように思えます。その様子から「三里塚闘
争」を忘れず個人個人の中で、様々な思いを抱えながら三里塚を出ていった人々
も含め、今も皆さんが三里塚に生き、戦い続けているのだと思いました。自分た
ちが生きてきた生活圏が大木よねさんの自宅と田畑を強制収用されたように国家
という大きな権力に脅かされ、それでもただ自分の住む故郷を奪われまいと戦う
姿は「生きる力」そのものに見えました。また、人々の機動隊と衝突し叫ぶ様子
は国家の一方的な空港建設による人権侵害への途方もない怒りであると思いまし
た。当時の「三里塚闘争」を観て思うのは、この成田空港建設問題と原発問題が
リンクする点です。
一つは、国家の一方的な建設決定による三里塚闘争、国策に基づく原発誘致と
いう国家権力の繋がりがある点です。原発誘致がきた地域は三里塚のように原発
誘致を受けてもそうでなくても、そこに住む人々は賛成と反対で分かれます。賛
成か反対かは個人が自分や地域の幸せを考えた結果がほとんどだと思いますが、
その地域全体で考えるとやはり反対か賛成かで分かれるのは複雑な思いです。三
里塚に残った人も移転した人も同様だと思います。
二つ目は、三里塚や国家以外の人々、つまり私たちの意識にも問題があるので
はないかと思います。私は東日本大震災が起こるまで原発の存在をほとんど知り
ませんでしたし、電気がどのように作られ供給されるのかも考えたことが無かっ
たです。成田空港も同様で成田空港を何度も利用しているのに、成田空港がどの
ような過程を経て今の空港に到るのか、どうして完成されていない部分があるの
か、私が和光大学に入らなければ知ることも考える事もなかったと思います。東
日本大震災で原発問題が広く知れわたり、私たちが電気を得る代わりに誰が犠牲
になってしまったのか突きつけられました。問題なのは指紋押捺拒否によってみ
せる国家の顔を知っておくことや知らず知らず、もしくは知っていても知らない
顔をしてしまうことだと思います。
当時の「三里塚闘争」の映像を観ると自分が間接的にでも関わっているのだと
いう事実、国家という強い権力の存在が今もなお変わらずあり、普段見ている日
本とは別の日本が見えてきます。そして、彼らの闘争がフィールドワークで見た
原発の反対運動と重なり、責任のようなものを感じます。この「三里塚闘争」は
私にとって時折忘れてしまう見えづらい社会・国家の現実と「生きる」とは何か
を教えてもらえる作品のように思います。
「市民的不服従と現代」Ⅰ・Ⅱに参加する以前は指紋押捺拒否や三里塚闘争につ
いて少し知っているという程度の認識しかありませんでした。この企画に参加し、
シンポジウム：市民的不服従と現代 ── 089
一つの歴史を学ぶと共に、歴史に関わった一人一人の記憶・人生を目の当たりに
し、また参加した複数人の問題に関わっている人々の思いや空気を会場で感じ、
歴史の先にある深い部分に触れることがでたように思います。また、関わってき
た個人と向き合うことで歴史のとらえ方が変わってくることや個人にフォーカス
し歴史について考えることの大切さを学ぶことができました。
──「権力的なものへの想像力」と「距離」
─シンポジウムを終えての実感
瀧  大知 和光大学大学院
今回のシンポジウムは現在の日本社会への憂いが形になったものであり、かつ
て闘った人々の運動を通して、もう一度、我々はどのように「市民的不服従」「共
生」を取り戻すのか？　という命題が突き付けられたのだと感じた。
特に第 1 回目の「指紋押捺拒否闘争」は、その当事者の生の声を聞けたことに
強い衝撃を受けた。日本の差別的な管理政策、踏みにじられる尊厳、登壇された
パネリストの方々、そして客席から発言された当時の運動参加者の冷静でありつ
つ「叫び」にも似たエピソードや意見は「権力」によって蹂躙される生命の問題
を浮き彫りにしたように思う。
会場の迫力を目の当たりにしながら、自分はどこかで登壇者の方々や当時の運
動に参加をしていた人々との「距離」を感じずにはいられなかった。
会場で考えたことはその感じて‘しまった’「距離」についてであった。あの空間
で感じた「距離」とは一体何なのだろうか？　それはおそらく、テーマである
「市民的不服従」と関わる「権力的なものへの想像力」である。同じ空間を共有
しつつも、「市民的不服従」と対になる国家を始めとした「権力」というものに対
して、登壇者や運動参加者の方々が明確にピントが合っているのに対して、自分
の中ではどうしてもぼやけてしまう（だからこそ、「権力的」という表現になってしま
う）。
そのように感じたのは自分が日本国籍で本土在住、男、中流（意識を持てる）と
いうポジションがあるからだということは間違いない。しかし、「指紋押捺拒否闘
争」当時も多くの「日本人」が参加し明確な「権力」と対峙し外国籍の人々と共
に戦い「共生」の道を探っていた。
では、当時の運動に参加していた人々が差別や植民地主義等の問題として認知
していたかと言えば推測だが、そうした「他者性」における認知以上に「当事者
性」における実感からの行動であったのではないか。
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